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いつでも自分から動く子  わたしもあなたも大事にする子  

まなびを楽しみ表現する子   つながりから成長する子 
令和６年度重点目標 

｢きたえよう！やさしさ+１ ｣ 

 10 月のある雨の朝、私が通学路を歩いていた際にたまたま見かけた光景から、慣れない俳句作りを

してみました。（※「母背」を「ぼせ」と読んでいただけたら、字余りでなくなります。） 

 なんとなく切ない感じの俳句になってしまいましたが、そうではありません。 

 その日は冷たい秋の雨が降っていました。私が通学路の途中を折り返して学校に戻る道端で、１人の

母親が、傘を差してたたずんだまま、数十メートル先を歩く我が子をずっと見守っていました。見守ら

れている子は、傘を差して前を向いて一人で歩いているところでした。 

私は、朝の挨拶をしてその横を通り過ぎながら、その母親がおそらく、我が子が前方のカーブを曲が

って姿が見えなくなるまで、そこに立ったまま見守っているのだと察しました。しかも冷たい雨の中で。

とても美しい光景でした。 

 すると前方を歩いていたその子がカーブに差し掛かったところで、チラッと後方を振り返り、一瞬母

に手を振ったようなしぐさをしました。おそらく傘を差していなかったら、このカーブを通るまで自分

を見守っている母親にしっかりと手を振ったかもしれません。その日は、まさかその間に私の姿も見え

るとは思いもよらなかったことでしょう。 

 私は、この親子が雨の日も風の日も、母が子を見守り子が母の視線を背中で感じ、親子の絆を育んで

きた姿が想像でき、朝からとてもほっこりとした気分になりました。 

 子どもに「手をかける」ことからは少しずつ離れていかなければいけないと思いますが、子どもに「目

をかける」ことは、子が何歳になっても必要なことだと思っています。それだけで子どもは安心・安全

を感じることができ、少々困難なことでも自分の力で乗り越えられるように成長していくものだから

です。きっとこの子は、母の視線を感じながら「雨で肌寒い日だけど、頑張って勉強してくるね。」と

いう気持ちで、学校に向かうことができたのだと思いました。 

 前置きが長くなりましたが、運動会への参観ありがとうございました。 

当日は、ちょうどよい気温と日差しの下、たくさんのご家族や地域の皆様から見守られ、子どもたち

は全力で運動し、精一杯自己を表現することができました。そして、子どもたち一人一人の姿から重点

目標にある「＋１」の姿を感じることができ感動・感激・感謝の運動会を実施することができたと思っ

ています。今後とも、子どもたちの実態、取り巻く環境、世の中の流れなどによって少しずつ変化して

いく教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いします。 

さて、11 月以降は、学年ごとの行事や郊外学習が計画されています。 

それら全てが安心・安全に実施でき子どもたちにとって有意義な学びとなるよう、私たち教職員も子

どもたちに「目をかけて」いく所存です。 

                                 （校長 望月 敏行） 

＜PTA 奉仕作業のお礼＞ 
 10 月５日（土）には、今年度の PTA 奉仕作業として、校舎内のトイレ掃除を行いました。お子様と

一緒の方が参加しやすいかと思い、今年度は児童の参加も募集いたしました。前日の準備として各便器

に薬品（酢酸）を散布したため、便器掃除の作業は大人の手で行いましたが、一緒に参加した子どもた

ちは、流しのや床掃除等を頑張り、掃除前と見違えるくらいきれいにしました。 

 お陰様で、翌週より校内のトイレを気持ちよく使用させていただいております。ありがとうございま

した。参加された皆様に「運（うん
．．

）がついた」ことを心よりお祈り申し上げます。 

 



 


